
ご注意： 
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特定小電力レピーター
（総務省技術基準適合品）

取扱説明書

アルインコのレピーターをお買い上げいただきましてありが
とうございます。本機の機能を充分に発揮させ、効果的にご
使用いただくため、この取扱説明書をご使用前に最後までお
読み下さい。
この取扱説明書は大切に保管して下さい。ご使用中の不明な
点や不具合が生じた時、お役に立ちます。

◆◆◆ ◆◆◆安全上のご注意

製品を安全にご使用いただくため 「安全上のご注意」をご使、
用前にお読み下さい。
この取扱説明書では、製品を安全に正しくお使いいただき、
あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止する
ためにいろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次
のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読
み下さい。

表示 表示の意味
この表示を無視して、誤った取扱いをすると人が
死亡または重傷を負う危険が差し迫って生じるこ
とが予想される内容を示しています。
この表示を無視して、誤った取扱いをすると人が
死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を
示しています。
この表示を無視して、誤った取扱いをすると人が
傷害を負う可能性が想定される内容および物的損
害のみの発生が想定される内容を示しています。

本機に貼ってある証明ラベルや製造番号ラベルをはがした
り、内部ビスなどを取り外し改造を行った状態で運用する
事は、法律で禁止されており法令により罰せられる事があ
ります。

本製品の故障、誤動作、不具合、あるいは停電等の外部要因にて通信等の機

会を失ったために生じる損害等、純粋経済損害につきましては、当社は一切

その責任を負いかねますので、あらかじめご了承下さい。
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お使いになる前に

本製品をお使いになる前にお読み下さい。

■ 付属品

開梱時に、付属品をご確認下さい。

□ 本体 台DJ-P11R 1
□ 電源アダプタ 台EDC130 1
□ ゴム足 個4
□ 木ねじ 個2
□ 設定ラベル 枚1
□ コネクタカバー（本体に取付済み） 個3
□ 保証書 部1
□ 取扱説明書 （本書） 部1



■ 各部の名称

本機の各部の名称を説明します。

■前面部

帯アンテナ 帯アンテナ440MHz 421MHz

送信ランプ

待機ランプ

使用中ランプ

■側面部

連結接続用出力コネクタ

連結接続用入力コネクタ

テスト用コネクタ

何も接続しないで下さい

電源ジャック

DJ-P11R

連結出力

連結入力

電 源

■背面部

取付用ビス穴

設定スイッチカバー

■設定スイッチ内部

1 1設定スイッチ テストスイッチ

2 2設定スイッチ テストスイッチ

エラーランプ 書込スイッチ

テストスイッチ および1
2 OFFテストスイッチ は

にして下さい
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■ 各部のはたらき

本機の各部のはたらきを説明します。

□ 帯アンテナ440MHz
帯の送受信アンテナです。440MHz

約 度まで折り曲げることが出来、回転しますので設90
置状況に合わせて下さい。( )P.23

□ 帯アンテナ421MHz
帯の送受信アンテナです。421MHz

約 度まで折り曲げることが出来、回転しますので設90
置状況に合わせて下さい。( )P.23

□ 送信ランプ
中継による送信時または連結接続による送信時に点灯
します。

□ 待機ランプ
受信待機の状態で点灯します。

□ 使用中ランプ
連結接続された場合に、他の接続された の送DJ-P11R
信チャンネルが使用中の場合に点灯します。

□ 連結入力コネクタ
ケーブルにより複数の を連結接続するためのDJ-P11R
コネクタです。連結入力にケーブルを接続した場合に
は連結する の連結出力に接続して下さい。DJ-P11R

( )P.26

□ 連結出力コネクタ
ケーブルにより複数の を連結接続するためのDJ-P11R
コネクタです。連結出力にケーブルを接続した場合に
は連結する の連結入力に接続して下さい。DJ-P11R

( )P.26

□ 電源コネクタ
付属の電源アダプタ（ ）を接続します。通常EDC130
の設定では 以外の電源は必要有りません。EDC130

付属の電源アダプタ以外の外部電源を使用する場合は
必ず出力電圧が ～ の範囲にある直流安定化電8V 14V
源をご使用下さい。



■ 設定スイッチ

端末として使用する無線機がレピーターを介して通信出来
る様に本機のスイッチの組み合わせて機能を設定します。

本体背面のスイッチカバーを固定しているビスを外し内部
のスイッチにより各種の設定を行います。
スイッチの設定が終わりましたら、必ずカバーを取り付け

て下さい。一度設置するとたびたび設定を変更するのは手間
になりますので、仮設状態で充分なテストをされる事をお勧
めします。

CS
0

CS
1

CS
2

CS
3

CS
4

BN
D

HT
0

HT
1

GS
0

GS
1

GS
2

GS
3

GS
4

GS
5

AL
M

SC
R

ERR PGM

ON

ON

OFF

OFF

■ スイッチカバー内部
以後の説明はこの印字に基づきます。P.17

1設定スイッチ テストスイッチ

触らないで下さいSW1

2設定スイッチ テストスイッチ

触らないで下さいSW2

エラーランプ 書込スイッチ

□ 設定スイッチ（SW1、SW2）
スイッチの「ON」と印刷されている側がONになりま

す。SW1～SW2によりハングアップタイマー、帯域、チ
ャンネル、スクランブラ、アラーム、グループの設定
を行います。

□ エラーランプ表示
各機能設定が正常に行われたか確認出来ます。正常

、 。に設定された場合 0.5秒間点灯しその後消灯します
無効な設定の場合0.5秒毎に点滅を繰り返します。

回路に不具合が有ると、0.1秒間隔で3回点滅、0.7秒
消灯の警告表示を繰り返します。
このサインが出た時はすぐに設定を中止しサービス窓
口にご連絡下さい。( 裏表紙)
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□ 書込スイッチ
設定スイッチの内容を変更した時に必ず押して下さ
い。押すことにより設定が有効となります。

テストスイッチ1、テストスイッチ2
これらのスイッチは製造時の動作確認等を行う
際に必要なものです。通常の運用に使用する事は
有りません。
本体横のコネクターをテストモードに切り替える
ため、誤って にしておくと配線時に不具合がON
発生する恐れがありますので、必ず の状態OFF
でお使い下さい。

■ スイッチの設定

SW1■ 設定スイッチ
□ ハングアップタイマー （HT0、HT1）

子機の電波が、ハングアップ設定時間内で瞬断して
も中継動作を継続させるタイミングを設定します。
この時間が長いと、中継動作が中断しにくくなりま
すが、逆に交互通信の反応が遅くなります。

、 。通常は 0.5秒～1.0秒が使いやすいタイミングです

ハングアップタイマーとは？

トランシーバーの伝播を受けてレピーターが

出す送信電波が、トランシーバーの電波が

途切れても送信を続ける時間の長さのこと

です。

□ 帯域設定 （BND）

帯域を、スイッチBNDで切替えます。通信

【帯域 A 周波数】
送信440.0250～440.2375、440.2625～440.3625MHz
受信421.5750～421.7875、421.8125～421.9125MHz

【帯域 B 周波数】
送信421.5750～421.7875、421.8125～421.9125MHz
受信440.0250～440.2375、440.2625～440.3625MHz

中継には送信専用と受信専用の つの電波を2
使用します。このため、特定小電力無線システ

ムには と にペアでチャンネル440MHz 421MHz
が割り当てられています。

ここでは、どちらのバンドを送信周波数に割り当てるかを設定します。

当社トランシーバーの場合、ペア割当固定式のものは「 」に統一してB
おりますが、任意に切り替えの出来る物も有ります。詳しくはトランシ

ーバーの説明書をお読み下さい。

無し

0.5秒

1.0秒

2.0秒

A

B



□ チャンネル設定 （CS0～CS4）

使用するチャンネルを決め、チャンネル番号に対
応 。させます

CS0からCS4のスイッチの倒し方の組み合わせで11ch方
式のB12ch～B29chと9ch方式のL10ch～L18chに合わせ
る事が出来ます。トランシーバーの対応するチャンネ
ルのうち、近くのユーザの混信の無いものを選んで下
さい。

■ 設定スイッチSW2

□ スクランブラー設定 （SCR）

スクランブル設定を有効にすると秘話モードでの
中継が可能になります。
秘話機能をお使いになるには、レピーターを利用
する子機側も秘話機能に対応していないと通話が

。出来ません
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OFF
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□ アラーム設定 （ALM）

、 、中継開始音 3分通話制限時間終了10秒前の警告音
通話継続音の設定機能です。オン設定でこの機能が
動作し音が出ます。
オフに設定した場合は 中継開始音、3分通話制

限時間終了10秒前の警告音が出なくなり通話継続動
作もしなくなります。

通話継続動作とは
子機が通話を終わり、中継のハングアップタイムが

過ぎてレピーターからの中継電波が消えた後、2秒間
通話が無いとレピーターは中継動作を終えスタンバイ
状態に戻ります。
次にレピーターを使う時はコールバック確認動作

等、数秒のタイムラグが新たに発生します。それを防
止するため、通話が1.9秒無いとレピーターが信号を
送り中継動作を継続させます。
3回連続でこの動作をする間にトランシーバーから

の信号が無いと、スタンバイに戻す機能を「通話継続
動作」と言います。

OFF

ON



□ グループ設定 （GS0～GS5）

グループ番号を設定すると、グループ番号の合致
しないユーザーの声を聞こえなくする事で、システ
ム内で快適な通信が可能になりますが、信号を認識
するタイムラグが最大0.3秒発生します。トランシ
ーバーのグループモード番号38の中から、1つを選
んで設定して下さい。
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設置方法

本製品を設置する前にお読み下さい。

本機を設置する場所はなるべく高い所に設置して下さい。
( )P.23

■ 壁面に取り付ける場合

DJ-P11Rの背面につり下げ用の穴があります。この穴の間
隔は120mmになっています。
付属の木ねじを120mmの間隔で壁に取り付けて下さい、そ

の際にねじの頭が4～5mm程度空いた状態にして、DJ-P11Rを
掛けけます。
落下の危険がないか必ず確認して下さい。

付属のビスはベニヤや木の壁用です。その他の壁につい
ては、別途専用のビスをご用意下さい。

4～5mm 120mm

壁

１２
０m
m



■ 卓上に置く場合

□ 立てて置く
付属のゴム足を底面に貼り付けて下さい。

倒れないことを
必ず確認して下
さい。

□ 横に置く
付属のゴム足を背面に貼り付けて下さい。

横に置いて使用
する場合は、
アンテナが垂直
になるようにし
て下さい。

■ 設定ラベルの貼り付け

付属の設定ラベルには各スイッチの設定内容が印刷されて
います。必要に応じて、背面に貼り付けて下さい
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■ アンテナの立て方について

本機は回転式アンテナを採用し、設置に便利なデザイン
になっておりますが、通信のパフォーマンスを重視する場
合は、以下をご参考にアンテナを立てて下さい。

■ レピーター設置場所の上手な見つけ方

特定小電力無線機が 台以上有れば、レピーターの効率3
の良い設置場所を見つける事が出来ます。単信(交互通話)
モードにしたトランシーバーを持ち、 さんはカバーしたA
いエリアが出来るだけ広く見渡せる所に立ちます。
この状態で さん以下の人がお互いになるべく離れて立B

ちます。 さんは さん以下に「 さん聞こえますか？」A B B
という風に呼びかけます。

A B A C Bさんと さん さんと さんが通話出来ていれば、 、
さんと さんはこの状態で通話出来なくてもレピーターをC
設置すれば通話出来る様になります。

さん以下が さんと話せる範囲がレピーターのカバーB A
エリア、 さんの位置がレピーター設置場所となるので、A
実験しながらベストな位置を探して下さい。

DJ-P11R DJ-P11RDJ-P11R DJ-P11RDJ-P11R

垂直 水平垂直 水平 交差 収納状態

良い例 悪い例



単独での使用

単独でお使いになる前にお読み下さい。

通常、子機同士の交信では直接通話出来ない場所にいる相
手の電波を中継します。

■ 電源アダプタを接続して電源を供
給します。子機からの電波を待機
の状態になり、待機ランプの緑色
が点灯します。

■ チャンネル、グループ番号を子機と合わせて下さい。

■ 帯域は子機が の場合レピーターは に、子機が の場A B B
合レピーターは に設定して下さい。A

DJ-P11R

■ 運用

■ 電源アダプタを接続して電源を供
給します。子機からの電波を待機
する状態になり、待機ランプの緑
色が点灯します。

■ 子機からの電波を受信して中継状
態になり送信ランプの赤色が点灯
します。

■ レピーターの送信チャンネルが使
用されている時は送信することが
出来ません。このときには待機ラ
ンプの緑色が点灯します。

■ 送信開始直前に送信ランプ、使用中ランプが瞬間点灯し
ますが、送信チャンネルの空きをチェックするためで、
異常ではありません。

使用中のランプは連結接続の際に機能
します。
単独での使用の際、送信チャンネルが
使用されて送信できない状態では待機
ランプが点灯します。



連結接続

連結接続をお使いになる前にお読み下さい。

■ 連結接続とは

DJ-P11Rを複数台ケーブ
ルで接続することによ
り、レピーターとして
だけではなく送信機と
して活用する事が出来
ます。
これにより広い範囲で
の通信が可能になりま
す。

■ 接続に使用するケーブル

連結接続を行う場合には
。接続ケーブルが必要です

ケーブルはパソコンのネ
ットワークに使われるLAN
ケーブルを使用します。
LANケーブルは必ずフル結
線のストレートケーブル
でツイストペアのものを
ご使用下さい。

クロスケーブルなどストレートケーブル以外のケーブル
を接続すると故障の原因となりますので絶対にお使いにな
らないで下さい。

DJ-P11R

DJ-P11R

DJ-P11R

送信

受信 受信

受信

受信受信 送信機動作

送信機動作

レピータ動作

②
①

④
③

⑥
⑤

⑧
⑦

②
①

④
③

⑥
⑤

⑧
⑦

■ ケーブルの接続

連結接続を行う場合に本体横の
コネクタにLANケーブルを差し込
みます。
連結出力に接続したケーブルの
一端は接続されるDJ-P11Rの連結
入力に、連結入力に接続したケ
ーブルの一端は接続される
DJ-P11Rの連結出力にそれぞれ接
続します。

連結出力と連結出力または連結入力と連結入力
を接続すると正常な動作は行われません。

連結入力または連結出力とパソコン等他の機器
とは絶対に接続しないで下さい。本機または接
続された機器が故障することがあります。
誤接続により生じた損害は一切保証致しかねま
すのでご了承下さい。

接続コネクタの電源ジャ
ックに近いコネクタ
はテスト端子です。
この端子には何も接続
しないで下さい。

■ 連結接続時の設置間隔
連結接続したDJ-P11Rは至近距離（5m以内）で設置しな
いで下さい。双方の電波による干渉が起こり、正常に動
作しないことがあります。

連結出力

連結入力

電 源

連結入力へ

連結出力へ

接続される

接続される

連結出力

連結入力

電 源
テスト端子

接続はしな

いで下さい



■ チャンネルの設定

□ レピーターのチャンネル設定
を連結接続をした場合のチャンネル設定はDJ-P11R

それぞれ異なるチャンネルを設定して下さい。
他の と同一のチャンネルを設定すると混信DJ-P11R
を起こすことがあります。必ず異なるチャンネルに設
定して下さい。

□ 子機のチャンネル設定
を連結接続した場合、子機のチャンネル設DJ-P11R

定はそれぞれの通話エリアに合わせたチャンネルおよ
びグループを設定して下さい。
別のエリアのチャンネル設定と同一の設定では通話

が出来ない場合があります。

DJ-P11R

No.1 通話エリア

No.1との通話設定No.1との通話設定
No.1

DJ-P11R

No.2 通話エリア

No.2との通話設定No.2との通話設定
No.2

DJ-P11R

No.3 通話エリア

No.3との通話設定No.3との通話設定
No.3

■ 運用

■ 全ての それぞれに付属DJ-P11R
の電源アダプタを接続して電源を
供給します。子機からの電波を待
機する状態になり、待機ランプの
緑色が点灯します。

■ 子機からの電波を受信すると中継
状態になり送信ランプの赤色が点
灯します。

■ レピーターの送信チャンネルが使
用されている時は送信することが
出来ません。このときには待機ラ
ンプの緑色が点灯します。

■ 連結された は中継を行DJ-P11R
っている より信号を受DJ-P11R
け送信動作を行います



■ 連結された の送信チャDJ-P11R
ンネルが使用されている時は送信
することが出来ません。このとき
には使用中ランプの黄色が点灯し
ます。

■ 送信ランプと使用中のランプが同
時に点灯しているときは、連結さ
れた他の のどれかが送DJ-P11R
信チャンネルが使用中のため送信
出来ないことを意味しますが、
この表示をしている は送信を行います。DJ-P11R

■ 送信開始直前に送信ランプ、使用中ランプが瞬間点灯し
ますが、送信チャンネルの空きをチェックしているため
で、異常では有ありません。

付録

。本製品の補足事項を記載しています

■ ビジネスチャンネル

チャンネル 帯域 Ａ 帯域 Ｂ

送信周波数 受信周波数 送信周波数 受信周波数

B12 440.0250 421.5750 421.5750 440.0250
B13 440.0375 421.5875 421.5875 440.0375
B14 440.0500 421.6000 421.6000 440.0500
B15 440.0625 421.6125 421.6125 440.0625
B16 440.0750 421.6250 421.6250 440.0750
B17 440.0875 421.6375 421.6375 440.0875
B18 440.1000 421.6500 421.6500 440.1000
B19 440.1125 421.6625 421.6625 440.1125
B20 440.1250 421.6750 421.6750 440.1250
B21 440.1375 421.6875 421.6875 440.1375
B22 440.1500 421.7000 421.7000 440.1500
B23 440.1625 421.7125 421.7125 440.1625
B24 440.1750 421.7250 421.7250 440.1750
B25 440.1875 421.7375 421.7375 440.1875
B26 440.2000 421.7500 421.7500 440.2000
B27 440.2125 421.7625 421.7625 440.2125
B28 440.2250 421.7750 421.7750 440.2250
B29 440.2375 421.7875 421.7875 440.2375

［ ］MHz



■ レジャーチャンネル

チャンネル 帯域 Ａ 帯域 Ｂ

送信周波数 受信周波数 送信周波数 受信周波数

L10 440.2625 421.8125 421.8125 440.2625
L11 440.2750 421.8250 421.8250 440.2750
L12 440.2875 421.8375 421.8375 440.2875
L13 440.3000 421.8500 421.8500 440.3000
L14 440.3125 421.8625 421.8625 440.3125
L15 440.3250 421.8750 421.8750 440.3250
L16 440.3375 421.8875 421.8875 440.3375
L17 440.3500 421.9000 421.9000 440.3500
L18 440.3625 421.9125 421.9125 440.3625

［ ］MHz

■ 故障？とお考えになる前に

、 。本製品が故障かな？と思ったら まずこちらをお読み下さい

症 状 原 因 処 理

表示ランプが何も 電源が接続されてない 電源アダプタを コンセAC
点灯しない ントに差し込み、プラグを

本体の電源ジャックに差し

込む

中継動作をしない 帯域、周波数、グループ 帯域、周波数、グループ番

番号が違う 号を合わせて下さい

子機との距離が離れすぎ 交信距離を目安に交信して

ている。 下さい

送信チャンネルが使用さ 信号がなくなるのを待って

れている から再度送信するか、チャ

ンネルを変えて下さい。

交信制限時間を超過して 子機の を 秒以上離しPTT 2
いる てから、再度送信して下さ

い。

連結動作をしない コネクタの接続が違う 接続を正しくして下さい

電源が供給されていない 連結接続されたすべての

に電源を供給してDJ-P11R
ください。



■ 定格

440.0250 440.2375MHz送受信波数 ～
440.2625 440.3625MHz～

421.5750 421.7875MHz～
421.8125 421.9125MHz～

通信方式 半複信
27CHチャンネル数

（ ）電波形式 F3E FM
発振方式 水晶発振周波数シンセサイザー方式
周波数安定度 ± 以下2.5ppm
受信方式 ダブルスーパーへテロダイン
受信感度 以下（ ）-6dBµ 12dB SINAD

10mW送信出力
変調方式 直接 変調FM

1st IF 21.7MHz中間周波数

2nd IF 450kHz
DC8V 14V定格電圧 ～

以下消費電流 最大 250mA
140(H)×200(W)×50(D)mm外形寸法

（突起物除く）
700g重量 約

動作温度範囲 ℃～ ℃-10 55

仕様・定格は予告無く変更する場合があります。

電子事業部

東京営業所
〒 東京都中央区日本橋 日本橋プラザビル 階103-0027 2-3-4 14

TEL 03-3278-5888：

大阪営業所
〒 大阪市北区堂島浜 新ダイビル 階530-0004 1-2-6 9

TEL 06-4797-2135：

福岡営業所
〒 福岡市博多区博多駅南 第 博偕成ビル 階812-0016 1-3-6 3 7

TEL 092-473-8034：

お買い上げの販売店または
0120-464-007フリーダイアル

全国どこからでも無料で、サービス窓口につながります。

受付時間 ～ 月曜～金曜（祝祭日は除きます）10:00 17:00

PS0466




